
 

根室市、価格高騰支援計画を策定 
 根室市は、電力、ガス、食料品等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地

域の実情に合わせて必要な支援をきめ細やかに実施できるよう、「根室市エネルギー・食料

品等価格高騰重点支援展開計画」を策定しました。期間は、2023 年 4 月から 2024 年 3 月

までの 1年間。 
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予
算
規
模
は
４
億
６
千
万

円
。
対
象
事
業
は
、
①
物
価

高
騰
の
負
担
感
が
大
き
い
低

所
得
者
世
帯
や
子
育
て
世
帯

へ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
事

業
②
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
市
民
や
市
内
事
業

者
に
対
し
、
支
援
を
行
う
事

業
③
そ
の
他
、
消
費
下
支
え

等
を
通
じ
た
市
民
生
活
・
事

業
活
動
に
関
わ
る
支
援
を
行

う
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
具
体
的
な
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 

Ⅰ
市
民
生
活
に
か
か
わ
る
支

援 ①
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
騰
に
伴
う

「
低
所
得
世
帯
」
等
支
援 

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
家

計
急
変
世
帯
（
約
４
２
０
０

世
帯
）
に
対
す
る
１
世
帯
あ

た
り
３
万
円
の
特
別
給
付 

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
高

齢
者
世
帯
等
（
約
１
８
０
０

世
帯 

世
帯
）
に
対
す
る
１
世
帯
あ
た

り
１
万
円
、
高
齢
者
施
設
入
居

者
（
約
４
０
０
人
）
に
対
す
る

１
人
あ
た
り
５
千
円
の
福
祉

灯
油
券
の
交
付 

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格

等
の
物
価
高
騰
に
伴
う
低
所

得
の
「
子
育
て
世
帯
」
等
支
援 

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
（
約

３
５
０
世
帯
、
約
６
０
０
児

童
）
に
対
す
る
子
ど
も
１
人
あ

た
り
５
万
円
の
特
別
給
付 

③
消
費
下
支
え
を
通
じ
た
「
市

民
生
活
」
支
援 

・
電
力
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
食
料
品

価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
市
民
（
約
２
万
３

４
０
０
人
）
に
対
し
て
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
（
プ
レ
ミ
ア

ム
率
３０
％
）
を
発
行
し
、
消

費
を
下
支
え
す
る
事
業 

・
電
力
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
食
料
品

価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
世
帯
（
約
１
万
３

０
０
件
）
に
対
し
て
家
事
用
水

道
基
本
料
の
６
か
月
分
（
４
～

９
月
）
を
免
除
し
、
消
費
を
下

支
え 
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Ⅱ
事
業
活
動
に
関
わ
る
支
援 

④
「
農
林
水
産
業
、
中
小
企

業
、
医
療
・
福
祉
施
設
」
等

に
対
す
る
物
価
高
騰
対
策
支

援 ・
電
力
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
食
料

品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
市
内
事
業
者

（
約
１
５
０
０
件
）
に
対
し

て
業
務
・
浴
場
・
工
業
・
営

農
用
水
道
基
本
料
金
の
６
か

月
分
（
４
～
９
月
）
を
免
除

し
、
事
業
活
動
を
下
支
え
す

る
事
業 

⑤
消
費
下
支
え
を
通
じ
た

「
事
業
者
」
支
援 

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
と
連
動
し
た
販
促
事

業
等 

  

こ
れ
ら
重
点
支
援
に
向
け

て
確
保
（
予
定
）
す
る
財
源

等
約
４
億
６
千
万
円
の
う

ち
、
国
の
「
地
方
創
生
交
付

金
」
「
臨
時
特
別
交
付
金
」
等

が
合
計
２
億
２
千
８
０
０
万

円
で
全
体
比
４９
・
６
％
、
根

室
市
の
一
般
財
源
が
合
計
２

億
３
千
２
０
０
万
円
で
全
体

比
５０
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
日
々
変
化
す
る
物 

紙
智
子
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

政
治
を
変
え
る
日
本
共
産
党
の
訴
え 

参
議
院
議
員 

紙
智
子 

  

統
一
地
方
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。
東
京
の
後
北
海
道
に
入

り
ま
し
た
が
、
東
京
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
北
海
道
は
肌
寒
く
、

雨
や
強
風
の
中
で
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た
後
援
会
の
皆
さ
ん
、
ご

近
所
の
皆
さ
ん
の
姿
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。 

 

各
地
の
党
議
員
団
の
実
績
や
候
補
者
の
皆
さ
ん
の
人
柄
を

あ
ら
た
め
て
知
る
と
、
思
わ
ず
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。 

 

苫
小
牧
で
は
、
早
く
親
を
亡
く
し
弟
た
ち
と
生
き
た
中
で
、

「
誰
も
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
ろ
う
！
」
「
希

望
を
捨
て
な
く
て
も
い
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
政
治
を
変

え
よ
う
！
」
と
訴
え
る
姿
に
感
銘
し
ま
し
た
。
恵
庭
市
は
前
回
、

共
倒
れ
で
空
白
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
市
議
会
を
毎
回
傍
聴
。
そ

の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
住
民
の
切
実
な
声
に
応
え
な
い
市
議
会

を
み
て
、
市
民
の
声
が
届
く
市
政
を
市
民
と
一
緒
に
つ
く
り
た

い
と
思
い
を
込
め
て
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

 

帯
広
市
で
も
、
市
民
と
と
も
に
子
ど
も
の
貧
困
打
開
へ
、
憲

法
に
依
拠
し
、
「
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
」
就
学
援
助
や
子

ど
も
の
医
療
費
と
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。
音
更
町
で
は
、
酪
農
家
が
搾
っ
た
生
乳
を
捨
て
た
り
、
牛

を
淘
汰
し
な
く
て
も
い
い
農
政
に
し
た
い
と
の
訴
え
な
ど
、
身

近
な
政
治
か
ら
国
政
ま
で
、
政
治
を
変
え
る
力
強
さ
は
日
本
共

産
党
な
ら
で
は
で
す
。 

価
や
市
中
経
済
の
動
向
を
踏

ま
え
、
計
画
期
間
中
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
展
開
計
画
に
基

づ
き
、
必
要
な
見
直
し
や
支

援
策
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら

機
動
的
に
対
応
し
て
い
く
方

針
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

物
価
高
騰
対
策
、
特
に
低

所
得
者
層
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
党
議
員
団
が
繰

り
返
し
求
め
て
き
た
も
の
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
要

望
実
現
に
向
け
て
奮
闘
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

 


